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坂
出
っ
子
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ー
ト

Ａ
―
②
（
こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語
）

（

）
月
（

）
日

（

）
年
（

）
組

名
前
（

）

<

各
２
点>

一
、
次
の
①
～
⑤
の
内
容
に
最
も
関
連
の
深
い
こ
と
わ
ざ
を
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
「
静
か
に
！
」
と
い
う
先
生
の
注
意
で
、
騒
が
し
い
教
室
内
が
し
ん
と
静
か
に
な
っ
た
。

ア

寝
耳
に
水

イ

口
は
重
宝

ウ

鶴
の
一
声

（

）

②

そ
の
気
が
な
い
人
に
は
、
い
く
ら
勧
め
て
も
入
会
し
て
く
れ
な
い
よ
。

ア

知
ら
ぬ
が
仏

イ

馬
の
耳
に
念
仏

ウ

棚
か
ら
ぼ
た
餅

（

）

③

遠
足
で
は
、
必
ず
ゴ
ミ
袋
を
用
意
し
て
、
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ア

立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず

イ

あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ

ウ

ゴ
ミ
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る

（

）

④

よ
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
す
ぐ
に
で
も
実
行
し
な
さ
い
。

ア

急
が
ば
回
れ

イ

短
気
は
損
気

ウ

善
は
急
げ

（

）

⑤

仕
事
が
延
び
て
、
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
し
、
お
ま
け
に
雨
ま
で
降
っ
て
き
た
。

ア

習
う
よ
り
慣
れ
ろ

イ

虻
蜂
と
ら
ず

ウ

弱
り
目
に
た
た
り
目

（

）

あ
ぶ
ば
ち

二
、
次
の
①
～
⑤
の
□
に
適
切
な
漢
字
を
一
字
ず
つ
書
き
入
れ
て
、
こ
と
わ
ざ
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

①

住
め
ば
（

）

②
（

）
に
小
判

③

（

）
よ
り
団
子

④
鬼
の
目
に
も
（

）

⑤

（

）
の
上
に
も
三
年

三
、
次
の
①
～
⑤
の
意
味
に
あ
た
る
故
事
成
語
を
、
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

敵
に
囲
ま
れ
、
孤
立
す
る
こ
と
。

（

）

②

前
後
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と
。

（

）

③

見
か
け
だ
け
が
立
派
で
、
内
容
が
と
も
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

（

）

④

他
人
の
間
違
っ
た
言
動
を
、
自
分
の
向
上
の
助
け
と
す
る
こ
と
。

（

）

⑤

古
い
こ
と
を
十
分
に
研
究
し
て
、
新
し
い
知
識
や
経
験
を
得
る
こ
と
。

（

）

ア

他
山
の
石

イ

温
故
知
新

ウ

四
面
楚
歌

エ

矛
盾

オ

羊
頭
狗
肉

四
、
次
の
①
～
⑤
の
（

）
に
入
る
適
切
な
故
事
成
語
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

①

作
文
を
書
い
た
ら
し
っ
か
り
（

）
し
な
さ
い
。

（

）

ア

助
長

イ

桃
源

ウ

推
敲

エ

杜
撰

②

田
中
君
の
９
回
裏
の
逆
転
ホ
ー
ム
ラ
ン
は
（

）
だ
っ
た
。

（

）

ア

杞
憂

イ

蛇
足

ウ

圧
巻

エ

守
株

③

二
人
の
実
力
は
（

）
だ
。

（

）

ア

守
株

イ

五
十
歩
百
歩

ウ

背
水
の
陣

エ

呉
越
同
舟

④

多
く
の
男
性
の
中
に
交
じ
っ
て
彼
女
は
（

）
で
、
頑
張
っ
て
い
る
。

（

）

ア

紅
一
点

イ

一
炊
の
夢

ウ

一
攫
千
金

エ

他
山
の
石

⑤

こ
の
話
は
（

）
だ
が
、
少
し
加
え
て
お
こ
う
。

（

）

ア

塞
翁
が
馬

イ

蛇
足

ウ

登
竜
門

エ

切
磋
琢
磨

得
点

点

２
０
点

･
･
･

よ
く
で
き
ま
し

た

１
６
点
未
満･

･
･

復
習
し
よ
う
。
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坂
出
っ
子
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
シ
ー
ト(

解
答
）

Ａ
―
②
（
こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語
）

（

）
月
（

）
日

（

）
年
（

）
組

名
前
（

）

<

各
２
点>

一
、
次
の
①
～
⑤
の
内
容
に
最
も
関
連
の
深
い
こ
と
わ
ざ
を
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
「
静
か
に
！
」
と
い
う
先
生
の
注
意
で
、
騒
が
し
い
教
室
内
が
し
ん
と
静
か
に
な
っ
た
。

ア

寝
耳
に
水

イ

口
は
重
宝

ウ

鶴
の
一
声

（

ウ

）

②

そ
の
気
が
な
い
人
に
は
、
い
く
ら
勧
め
て
も
入
会
し
て
く
れ
な
い
よ
。

ア

知
ら
ぬ
が
仏

イ

馬
の
耳
に
念
仏

ウ

棚
か
ら
ぼ
た
餅

（

イ

）

③

遠
足
で
は
、
必
ず
ゴ
ミ
袋
を
用
意
し
て
、
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

ア

立
つ
鳥
跡
を
濁
さ
ず

イ

あ
と
は
野
と
な
れ
山
と
な
れ

ウ

ゴ
ミ
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る

（

ア

）

④

よ
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
す
ぐ
に
で
も
実
行
し
な
さ
い
。

ア

急
が
ば
回
れ

イ

短
気
は
損
気

ウ

善
は
急
げ

（

ウ

）

⑤

仕
事
が
延
び
て
、
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
し
、
お
ま
け
に
雨
ま
で
降
っ
て
き
た
。

ア

習
う
よ
り
慣
れ
ろ

イ

虻
蜂
と
ら
ず

ウ

弱
り
目
に
た
た
り
目

（

ウ

）

あ
ぶ
ば
ち

二
、
次
の
①
～
⑤
の
□
に
適
切
な
漢
字
を
一
字
ず
つ
書
き
入
れ
て
、
こ
と
わ
ざ
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

①

住
め
ば
（

都

）

②
（

猫

）
に
小
判

③

（

花

）
よ
り
団
子

④
鬼
の
目
に
も
（

涙

）

⑤

（

石

）
の
上
に
も
三
年

三
、
次
の
①
～
⑤
の
意
味
に
あ
た
る
故
事
成
語
を
、
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①

敵
に
囲
ま
れ
、
孤
立
す
る
こ
と
。

（

ウ

）

②

前
後
の
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と
。

（

エ

）

③

見
か
け
だ
け
が
立
派
で
、
内
容
が
と
も
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

（

オ

）

④

他
人
の
間
違
っ
た
言
動
を
、
自
分
の
向
上
の
助
け
と
す
る
こ
と
。

（

ア

）

⑤

古
い
こ
と
を
十
分
に
研
究
し
て
、
新
し
い
知
識
や
経
験
を
得
る
こ
と
。

（

イ

）

ア

他
山
の
石

イ

温
故
知
新

ウ

四
面
楚
歌

エ

矛
盾

オ

羊
頭
狗
肉

四
、
次
の
①
～
⑤
の
（

）
に
入
る
適
切
な
故
事
成
語
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

①

作
文
を
書
い
た
ら
し
っ
か
り
（

）
し
な
さ
い
。

（

ウ

）

ア

助
長

イ

桃
源

ウ

推
敲

エ

杜
撰

②

田
中
君
の
９
回
裏
の
逆
転
ホ
ー
ム
ラ
ン
は
（

）
だ
っ
た
。

（

ウ

）

ア

杞
憂

イ

蛇
足

ウ

圧
巻

エ

守
株

③

二
人
の
実
力
は
（

）
だ
。

（

イ

）

ア

守
株

イ

五
十
歩
百
歩

ウ

背
水
の
陣

エ

呉
越
同
舟

④

多
く
の
男
性
の
中
に
交
じ
っ
て
彼
女
は
（

）
で
、
頑
張
っ
て
い
る
。

（

ア

）

ア

紅
一
点

イ

一
炊
の
夢

ウ

一
攫
千
金

エ

他
山
の
石

⑤

こ
の
話
は
（

）
だ
が
、
少
し
加
え
て
お
こ
う
。

（

イ

）

ア

塞
翁
が
馬

イ

蛇
足

ウ

登
竜
門

エ

切
磋
琢
磨

得
点

点

２
０
点

･
･
･

よ
く
で
き
ま
し

た

１
６
点
未
満･

･
･

復
習
し
よ
う
。


